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SECTION1/200

美浜緑苑の住宅
名古屋市街から１時間程度で行くことのできる美浜緑苑に隣接する
夫婦二人のための住宅。都心に暮らしていた夫婦が、閑静で緑豊か
な環境を求めて、終の住処として計画された。
南側は 8.5mx2.2mの大型ガラス引き戸、北側は 12.2x0.8mの横
連窓があることで、南の庭から、北側に隣接する緑地まで視線が抜け、
風景と一体となった内部空間に身をおくことができる。
また、この住宅は平屋ではあるが、３つの水平なレベルがあることが、
特徴である。一つは実際の床レベル（FL）であるが、２つ目は、基
壇となる FL上 400mmのレベルである。これは、敷地の高低差を
解消するコンクリートの塀が、建物基礎と一体的に計画されている
ことにより、内外の繋がりを強くするだけでなく、天端高さを室内
の床から４０cm上としていることで、基壇上の白いボリュームに
浮遊感を与えている。
そして、３つ目は、軒裏のある床から上 2.2mのレベルである。こ
の基準線よりも下部は、住まいの現実的な機能に支える空間である
が、この線より上部は、機能から自由になった空間である。壁上部
に三角形の欄間があることで、視線の抜けをもたらし、屋根裏を介
して、室内のどこもが繋がる一続きの空間となっている。また、屋
根を突き抜けるハイサイド窓が、室内の中央部に立体的な自然光の
形を生み出しており、周辺の豊かな緑とは違う、もう一つの景色を
見ることができる。
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